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１． 研究開発成果（公開用） 

 

中間報告書（下URL）参照  

https://www.amed.go.jp/content/000120239.pdf 

 

２． 総合評価 

・優れている 

 

【評価コメント】 

 モダリティに適合する蛍光プローブ開発は順調に進展し、低中分子モダリティ用蛍光プロ

ーブではプラットフォーム用蛍光色素を構築し、高分子モダリティ用蛍光プローブはactive 

targeting のみを定量できるイメージング法を構築したことは評価できる。また、がんでの

間質、CAF/マクロファージなどの影響を視野に入れ、PK試験を通じて、がんモデルから実臨

床への展開を考慮して研究を進めており、今後の実装化が期待できる。 

 課題間連携でのシーズ開発課題への対応も活かして、全身PD解析と組織PK/PD解析を進め、

オンデマンドにシーズ対応できる薬物動態評価法の構築を引き続き進めること。 
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